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tional Stroop Task：Ben-Tovim, Walker, Fok, & Yap, 
1989；Channon, Hemsley, & Silva, 1988），ドットプロ
ーブ課題（Dot-Probe Task：Blechert, Ansorge, & 
Tuschen-Caffier, 2010；Rieger, Schotte, Touyz, Beu-
mont, Griffiths, & Russell, 1998；Shafran, Lee, & Coo-
per, 2007），視覚探索課題（Visual Search Task：
Smeets, Roefs, Furth, & Jansen, 2008），高速逐次視覚呈
示課題（Rapid Serial Visual Presentation：Blechert, 
Feige, & Joos, 2011；Gao, Deng, Chen, Luo, Hu, Jack-





う。なお Binge-Eating Disorder という分類は，以前は
AN と BN のどちらにも該当しない特定不能の摂食障害




り，DSM-IV-TR 以前の診断分類に従い，主に AN と
BN の 2 分類に基づいて実験を行っている。そのため，
Binge-Eating Disorder については，現時点では十分に
検討が行われていない。AN と BN の診断基準について
は，DSM-V への更新に際して大きな変更点はない。従
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（赤いインクで “ あか ” と書く条件）と，色名とインク

























phobia：Watts, McKenna, Sharrock, & Trezisa, 1986），
不安障害（Anxiety disorder：Mathews & MacLeod, 
1985），心的外傷後ストレス障害（Post-Traumatic 
Stress Disorder：Paunovic, Lundh, & Öst, 2002），うつ
（Depression：MacLeod & Hagan, 1992），アルコール依




ストループ効果が示されている（Dobson & Dozois, 
2004；Dyer, 1973；Jensen & Rohwer, 1966）。
摂食障害患者における情動ストループ
摂食障害の患者に初めて情動ストループ課題を実施し














対照群と比べて AN 群，BN 群でより大きかった。この
研究では，食物関連および体型関連の 2 種の刺激で両臨
床群と対照群との間に差異がみられた（Ben-Tovim et 
al., 1989；Ben-Tovim & Walker, 1991）。その後も多く
の研究で，摂食障害関連語によるストループ効果につい
て，臨床群と対照群との間に差異がみられることが確認
されている（Cooper, Anastasiades, & Fairburn, 1992；





AN と BN との間では差はみられなかった（Ben-Tovim 







（Channon et al., 1988；Johansson, Carlbring, Ghaderi, 
& Andersson, 2008；Long, Hinton, & Gillespie, 1994；
Lovell, Williams, & Hill, 1997；Perpiñá, Hemsley, Trea-
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sure, & de Silva, 1993）。また Cooper & Todd（1997）
は，摂食，体重，体型に関する刺激を用いてストループ




Ben-Tovim et al.（1989）と Ben-Tovim & Walker
（1991）, Channon et al.（1988）と Perpiñá et al.
（1993）はそれぞれ同じ単語を刺激として用いており，
同じ刺激を用いた実験間では一貫して同じ結果が得られ




る可能性は十分に考えられる。では AN と BN の間に
差異があるとすれば，その発現を分ける条件はどのよう












るという一致した結果が得られている。また AN と BN
の差異を支持しない研究の複数が，ストループ課題の前
に質問紙を実施しており， 1 つのグループはオーストラ














る。Perpiñá et al.（1993）の研究では，健常者と AN, 
BN の参加者の全体を，Eating Disorder Inventory
（EDI：Garner, Olmstead, & Polivy, 1983）の下位尺度
であるやせ願望（Drive for Thinness：DFT）の得点に
基づいて DFT 高群と低群に，また Restraint Scale





が延長することが示された。Mendlewicz, Nef, & Simon
（2001）は AN の参加者をさまざまな条件で分類した結




表 1 ：摂食障害の下位分類と情動ストループの関連 
（Table 1 : The subgroup of eating disorder and emotional stroop effect）







Food interference: AN＞HC 1 United Kingdom （Unknown） Various category Channon et al., 1988.
Body interference: BN＞HC 1 United Kingdom After experiment One category Lovell et al., 1997.
Food interference: AN＞HC, 
Body interference: BN＞HC
2 Sweden （1）, 
United Kingdom （1）
After experiment （2） One category （1）
Various category （1）
Perpiñá et al., 1993; 
Johansson et al., 2008.
Eating, Weight, Shape 
interference: AN＞HC, Eating, 
Weight interference: BN＞HC
1 United Kingdom （Unknown） Various category Cooper & Todd, 1997.
AN ≒ BN＞HC 2 Australia （2） Before experiment （1）
（Unknown （1））
Various category （2） Ben-Tovim et al., 1989; 
Ben-Tovim & Walker, 1991.




時間が延長したと報告した。また Davidson & Wright
（2002）は BN では身体サイズの刺激について対照群よ
りも大きなストループ効果を生じること，BN のなかで
も，Eating Attitude Test-26（EAT-26：Garner, Olm-


























減少した。また Lovell, Williams, & Hill（1997）は罹患
中の AN，BN と，回復から 2 年が経過した AN，BN
および対照群を比較した結果，対照群と回復後の BN に
おいては，罹患中の BN および回復後の AN に比べ，
体型の刺激によるストループ効果が小さいことを報告し
ている。
その一方で，Long, Hinton, & Gillespie（1994）は，
食物および身体に関する刺激を用い，AN は症状の回復
前と後いずれにおいてもストループ効果を生じなかった








減少は確認されていない（Lovell et al., 1997；Long et 
al., 1994）。一方で BN を研究対象に含むすべての研究に
おいて，BN では回復後にストループ効果が減少すると
いう一致した結果が得られている（Cooper & Fairburn, 
1994；Lovell et al., 1997）。Cooper & Fairburn および




の他の研究結果（Johansson, Carlbring, Ghaderi, & An-
dersson, 2008；Perpiñá et al., 1993）とも一致してい
る。しかし Cooper & Fairburn の研究では，治療を行
っていない条件との比較が行われておらず，確認された
ストループ効果の変化が単純に練習効果である可能性も
捨てきれない。Black et al. の研究では，認知行動療法





















また Redgrave, Bakker, Bello, Caffo, Coughlin, Guar-
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に関する刺激では左の島皮質接合部（Junction of left 
insula），前頭葉および側頭葉（Frontal and temporal 
lobes），左の中前頭回および内側前頭回（Left middle 
and medial frontal gyri）で対照群に比べて AN で有意
な活動の増加がみられた。また肥満に関する刺激では，
左の前頭前野背外側部（Left dorsolateral prefrontal 









































した Ben-Tovim & Walker（1991）は，摂食障害傾向
による情動ストループ効果の差異を確認できなかった。























とを報告した。Jansen, Huygens, & Tenney（1998）
は，参加者を RS の得点で 2 群に分類し，体型や体重に
関する刺激を呈示したところ，RS 低群においてストル
ープ効果がより大きくみられたと発表している。また









































（1993）は参加者を Dutch Eating Behavior Question-
















Cash, & Brown（1998）は，Appearance Schemas In-



















ことが確認された（Ogden & Greville, 1993）。しかしプ
ライミング効果が摂食障害傾向の高い群において生じる
のか（Markis & McLennan, 2011；Labarge et al. 
1998），その傾向の低い群において生じるのか（Ogden 
& Greville, 1993）は研究間で異なる。Overguin et al. の
研究では，プライミング以前に RS 高群でのみストルー
プ効果が生じていたが，Markis & McLennan および








































der Examination self report Questionnaire（EDE-Q：
Fairburn & Beglin, 1994）の Body Concern と，Eating 
Disorder Examination（EDE：C. G. Fairburn & Coo-
per, 1993）の Overeating の得点が高くなる傾向がみら
れた。摂食障害傾向には自己身体の歪んだ認知や体重増
































ると，当初 Ben-Tovim et al.（1989）が指摘したよう
な，摂食障害を鑑別するツールとしての情動ストループ
課題の活用については疑問を呈せざるを得ない。診断の
表 2 ：健常群における情動ストループへのプライミングによる影響 
（Table 2 : The effect of priming on emotional stroop effect with healthy participants）
Result N Prime
Before Priming or after priming 
with low-effect prime
Reference
Prime effected only high-XXX 
participants
3 Visual stimuli （2）
Food preload （1）
There aren’t differences between 
participants group （3）
Labarge et al., 1998; Markis & McLennan, 
2011; Ogden & Greville, 1993
Prime effected only low-XXX 
participant
1 Food preload There are differences between 
participants group


















た。このとき回復後の AN および BN の両群は，摂食
障害傾向を測定する質問紙において対照群との間に有意
な差はなく，参加者自身も刺激に接して自分がそのよう
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